
1・

2

4

6
5

8

7

12

10

２�平成12年2月1日発行�●第481号�



・2

FEATURE　ARTICLES集�特�

　

老
人
保
健
制
度
は
、「
老
人
保
健
法
」
に
基
づ
い
て
つ
く
ら
れ
た
制
度
で
す
。

　

病
気
の
予
防
や
健
康
教
室
、
健
康
相
談
な
ど
の
健
康
づ
く
り
事
業
や
、
保

健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
医
療
費
を
み
ん
な
で

公
平
に
負
担
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

老
人
保
健
制
度
の
医
療
費
は
、
各
医
療
保
険
か
ら
の
拠
出
金
と
国
や
地
方

自
治
体
か
ら
の
公
費
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
年
々
老
人
医
療
費
が

増
え
続
け
、
こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と
、
各
医
療
保
険
の
財
政
は
益
々
厳
し
く

な
り
、
制
度
そ
の
も
の
の
維
持
が
難
し
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

▲新田寿健康大学での健康相談のようす
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高
齢
者
の
人
口
の
増
加
、
医
学
・
医
療

技
術
の
進
歩
、
生
活
習
慣
病
な
ど
長
期
治

療
が
必
要
な
慢
性
疾
患
患
者
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、
老
人
医
療
費
は
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
複
数
の
病
院
に
通
院
し
、
む
や

み
に
薬
を
欲
し
が
る
な
ど
、
お
医
者
さ
ん

の
か
か
り
方
も
医
療
費
増
加
の
原
因
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

石
川
町
の
平
成　

年
度
老
人
医
療
費

１０

①
か
か
り
つ
け
医
を
も
っ
て
い
ま
す
か

自
分
の
か
ら
だ
の
状
態
を
よ
く
理
解
し
、
納
得
の
い
く
説
明
を
し
て
く
れ
る
、
か
か
り
つ
け

医
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

②
同
じ
病
気
で
い
く
つ
も
違
う
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
か

重
複
受
診
は
、
診
断
や
検
査
、
薬
の
処
方
を
重
ね
て
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
医
療
費
の
無
駄

や
薬
の
事
故
を
ま
ね
き
ま
す
。

③
薬
を
た
く
さ
ん
欲
し
が
っ
て
い
ま
せ
ん
か

い
く
つ
か
の
症
状
が
あ
り
、
症
状
が
長
引
い
た
り
す
る
と
、
つ
い
薬
に
頼
り
た
く
な
り
ま
す

が
、
無
駄
や
事
故
が
生
じ
ま
す
。

④
治
療
よ
り
予
防
、
健
康
づ
く
り
に
つ
と
め
て
い
ま
す
か

栄
養
・
運
動
・
休
養
の
健
康
三
原
則
を
守
り
、
生
き
が
い
を
見
つ
け
毎
日
を
楽
し
く
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

⑤
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
て
い
ま
す
か

健
康
診
断
は
、
生
活
習
慣
病
を
は
じ
め
と
す
る
病
気
を
早
期
に
発
見
し
、
自
分
自
身
の
健
康

状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
れ
ま
す
。
年
に
一
度
は
必
ず
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

増
え
つ
づ
け
る
老
人
医
療
費

町
の
老
人
医
療
費
は　

億
円

２０

医
療
費
を
有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う

（
一
部
負
担
金
含
む
）
は
、　

億
５
、
７

２０

２
４
万
円
に
も
の
ぼ
り
、
そ
の
う
ち
保
険

者
・
国
・
県
・
町
が
負
担
す
る
老
人
医
療

費
支
給
額
【
図
１
】
は
、　

億
９
８
４
万

１９

円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
医
療
費
は
９
年
度
の　

億
３
、
９
７

１７

９
万
円
（
老
人
医
療
費
支
給
額　

億
２
、

１６

４
３
９
万
円
）
に
比
べ
、　

・　

％
も
増

１８

２５

加
し
て
お
り
、
一
人
当
た
り
の
老
人
医
療

費
も
９
年
度
の　

億
４
、
５
５
３
円
か
ら

６１

　

・　

％
増
加
し
、　

万
７
、
１
３
４
円

１３

４３

６９

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

老
人
保
健
医
療
費
の
増
加
は
、
直
接
に

保
険
料
や
保
険
税
、
ひ
い
て
は
各
種
税
金

の
増
加
に
つ
な
が
り
、
若
い
人
た
ち
へ
の

負
担
が
重
く
な
っ
て
い
ま
す
。

老
人
医
療
費
支
給
額
と
受
給
者
数
の
増
加
状
況�

平
成
　
年
度
医
療
費
内
訳�

10
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第　

回
石
川
町
成
人
式
が
１
月　

５２

１０

日
、
ホ
テ
ル
松
多
屋
で
行
わ
れ
、
２
８

１
人
が
新
成
人
と
し
て
大
人
の
仲
間

入
り
を
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
成
人
者
は
、
昭
和　

年
４
月

５４

２
日
か
ら
昭
和　

年
４
月
１
日
ま
で

５５

に
生
ま
れ
た
皆
さ
ん
で
、
男
性
が
１
４

５
人
、
女
性
が
１
３
６
人
で
す
。

　

成
人
式
が
行
わ
れ
た
会
場
に
は
、
色

鮮
や
か
な
晴
れ
着
姿
、
風
格
の
あ
る
装

い
で
、
久
々
に
顔
を
あ
わ
せ
た
友
達
と

の
再
会
に
、
大
き
な
歓
声
が
わ
き
あ
が

っ
て
い
ま
し
た
。

社
会
人
と
し
て
の
自
覚
・
責
任
を

　

式
典
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
名
前
が
呼

び
上
げ
ら
れ
、
代
表
し
て
鈴
木
伸
人
さ
ん

（
北
山
）、
関
根
裕
子
さ
ん
（
母
畑
）
に
西

牧
町
長
か
ら
成
人
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
「
自
分
で
考
え
、
選
択
し
、

責
任
を
負
う
心
を
養
っ
て
ほ
し
い
」
と
、

は
な
む
け
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
野
雅
人
県
議
、
塩
田
金
次
郎

県
議
、
角
田
美
公
町
議
会
議
長
か
ら
祝
辞

を
い
た
だ
く
と
、
成
人
者
を
代
表
し
て
斉

藤
寛
人
さ
ん
（
双
里
）、
矢
吹
直
美
さ
ん

（
谷
沢
）
が
成
人
の
誓
い
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

　

終
了
後
に
は
、
成
人
者
が
実
行
委
員
に

な
り
企
画
し
た
「
は
た
ち
を
祝
う
パ
ー
テ

ィ
ー
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。　

成
人
式
。

し
か
し
、
何

故
か
自
分
の

中
で
あ
ま
り

実
感
が
あ
り

ま
せ
ん
。
年

齢
的
に　

歳
２０

に
な
っ
た
に

過
ぎ
ず
、
成
人
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

少
し
自
覚
が
足
り
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
当
に
成
人
式
を
迎
え
て
自
分
自
身
、
心

境
が
変
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
ま
で
よ
り
、
社
会
に
対
す
る
責
任
、

信
頼
、
義
務
、
自
分
の
甘
え
、
何
よ
り
自

覚
と
い
う
も
の
を
改
め
て
考
え
直
す
べ
き

き
っ
か
け
が
、
成
人
式
を
節
目
と
し
て
つ

か
め
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
ま
で
の
自
分
を
も
う
一
度
見
つ
め
直

し
、
ま
た
新
し
い
自
分
を
発
見
し
て
、
ま

た
一
つ
大
き
く
成
長
す
る
た
め
に
、
成
人

式
は
自
分
で
ま
た
と
な
い
、
い
い
機
会
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

西
牧
和
也
さ
ん

　
　
  
�
当
町　

�
６３

２
８
１
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

ま
た
一
つ

大
き
く
成
長
す
る
た
め
に

　

健
康
家
庭
の
表
彰
式
が　

月　

日
、

１２

１７

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
平
成　

年
度

１０

１
年
間
１
回
も
病
院
に
か
か
ら
な
か

っ
た
健
康
家
庭　

世
帯
の
表
彰
を
行

６５

い
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

【
石
川
地
区（　

名
）】

２３

森　

ミ
エ
子
、
溝
井
丑
太
郎
、

吉
田　

英
作
、
高
宮　

栄
吉
、

岡
本
登
久
夫
、
福
田　

徳
男
、

覚
来　

文
子
、
八
島　

富
雄
、

矢
内　

芳
夫
、
塩
田　

昭
彦
、

緑
川　

和
行
、
三
瓶　

敏
弘
、

遠
藤　

富
男
、
山
田　

重
一
、

松
原　

治
枝
、
人
見　

好
徳
、

大
木　

宗
典
、
胡
口　

勝
雄
、

伊
藤　

定
治
、
矢
吹　

賢
治
、

西
牧　

春
夫
、
加
納　

武
夫
、

佐
藤　

久
子

受

賞

者

名

▲誓いの言葉をのべる斉藤寛人さん（左）、矢吹直美さん（右）
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【
沢
田
地
区（
９
名
）】

小
豆
畑
國
雄
、吉
田　

陽
一
、

吉
田　

四
郎
、田
畑　
　

剛
、

吉
田　
　

力
、早
坂　

更
生
、

佐
藤　

和
志
、根
本　

節
子
、

坂
本　

俊
一

【
山
橋
地
区（
８
名
）】

小
湊　

浩
安
、高
原　

君
江
、

矢
内　

金
一
、太
楽　

忠
夫
、

太
楽　

ア
サ
、小
木　

義
家
、

十
文
字
利
男
、大
竹　

一
郎

【
中
谷
地
区（　

名
）】

１２

桑
葉　
　

寛
、鮎
沢　
　

勝
、

相
楽　

忠
幸
、関
根　

藤
吉
、

中
野　

ミ
サ
、小
平　

安
平
、

小
針　

勝
明
、矢
吹　

義
寛
、

小
湊　
　

香
、塩
田　

徳
義
、

瀬
谷　

忠
義
、三
森　

瑞
穂

【
母
畑
地
区（
８
名
）】

木
戸　

四
郎
、高
木　

信
弘
、

橋
本　

勝
夫
、遠
野　

林
伸
、

関
根　

正
秋
、瀧
口
さ
わ
子
、

藤
島　

春
雄
、岡
本
ヨ
シ
ノ

【
野
木
沢
地
区（
５
名
）】

円
谷　

ヤ
イ
、大
平　

真
一
、

佐
藤　

勝
年
、吉
沢　

愛
子
、

西
牧　

立
博

　

３
月
１
日
〜
７
日
ま
で
は
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ

の
時
期
、
各
地
の
消
防
機
関
で
は
、
講
演
会
や
消
防
訓
練
、
防
火
指
導
、
住

宅
防
火
診
断
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
、
自
分
の
家
や
地
域
を
火
災
か
ら
守

る
知
識
や
技
術
を
、
ぜ
ひ
身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

春
は
降
水
量
が
少
な
く
、
空
気
が
乾
燥

し
て
お
り
、
強
風
が
吹
く
と
い
っ
た
気
象

条
件
の
た
め
、
火
災
が
発
生
し
た
と
き
の

被
害
が
大
き
く
な
り
や
す
い
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

平
成　

年
、
春
の
時
期
（
３
月
〜
５
月
）

１０

に
発
生
し
た
全
国
の
火
災
件
数
は
１
万
５

千
８
百
８
件
で
、
年
間
火
災
件
数
の　

・
２９

０
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
春
の
行

　
「
ま
さ
か
、
う
ち
が
火
事
に
な
る
な
ん

て
」
不
幸
に
も
家
族
を
亡
く
し
た
り
、
家

を
失
っ
た
り
し
た
人
た
ち
は
、
口
を
そ
ろ

え
て
言
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
出
火
原
因
を
見
て
み
る
と
、

楽
シ
ー
ズ
ン
で
屋
外
で
の
活
動
が
増
え
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
住
宅
火
災
だ
け
で
な

く
、
林
野
火
災
も
多
く
な
る
時
期
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
た
ば
こ
や
た
き
火
、

ガ
ス
コ
ン
ロ
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
、
日
常
生

活
の
中
の
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
に
よ
る

も
の
な
の
で
す
。

　

火
災
に
「
ま
さ
か
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
う
一
度
、「
寝
た
ば
こ
は
し
な
い
」「
揚

げ
物
の
と
き
に
は
火
の
そ
ば
を
離
れ
な

い
」「
ス
ト
ー
ブ
の
付
近
に
干
し
物
を
し
な

い
」
な
ど
、
防
火
の
基
本
を
実
行
す
る
こ

と
が
大
事
で
す
。

春
先
は
空
気
が
乾
燥�

小

さ

な

火

に

も

気

を

つ

け

て

�

空
気
の
乾
燥
と
強
風
で

被
害
が
大
き
く
な
り
や
す
い

出
火
原
因
は
日
常
の
中

も
う
一
度
防
火
の
確
認
を

ボ
ヤ
な
ど
小
さ
な
火
災
で
も
、
発
見
し
た
ら
、
１
１
９
番
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。
１
１
９
番
通
報
す
る
と
、最
寄
り
の
消
防
本
部
の

司
令
室
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
下
記
の
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
で
、

で
き
る
だ
け
正
確
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

※ 
携
帯
電
話
や
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
の
１
１
９
番
通
報
は
、
一
部
の
地

域
で
使
用
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、通
報
地
点
と
離

れ
た
地
域
の
消
防
機
関
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、つ
な
が

っ
た
ら
、
現
在
地
点
を
正
確
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

①
火
災
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る

②
出
火
場
所
を
伝
え
る
（
住
所
や
目
印
と

な
る
建
物
な
ど
）

③
大
き
さ
（
何
が
燃
え
て
い
る
の
か
。
建

物
の
場
合
は
建
物
の
種
類
、
燃
え
て
い

る
階
も
伝
え
ま
す
）

④
逃
げ
遅
れ
た
人
や
ケ
ガ
人
が
い
る
か

⑤
通
報
者
の
名
前
・
電
話
番
号

火災のときの１１９　番

通 報のポイント

▲消防団の出初め式が１月５日に行われました
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２
０
０
０
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
介
護
保
険
制
度
。
健
康
保
険
、
年
金

保
険
な
ど
に
次
ぐ
新
し
い
保
険
制
度
が
誕
生
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
保
健
福
祉
課
で
は
、
平
成　

年
４
月
号
か
ら
１
年
間
、「
介
護
保

１１

険
制
度
」
に
つ
い
て
、
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
は
、　

月
号
に
引
き
続
き
、
介
護
保
険
法
の
円
滑
な
実
施
の
た
め
の

１２

「
特
別
対
策
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

こ
の
家
族
介
護
支
援
事
業
の
な
か
で

は
、
ま
ず
、
家
族
介
護
者
が
ヘ
ル
パ
ー

と
し
て
働
け
る
よ
う
ヘ
ル
パ
ー
の
資
格

を
取
る
こ
と
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
養
成

研
修
事
業
に
つ
い
て

介
護
保
険
法
の
特
別
対
策
に
つ
い
て

まだまだ、わからない介護保険制度。
介護保険のしくみや町の準備のようすを
シリーズでお知らせしていきます。
来月もご覧ください。

●保健福祉課高齢福祉係 � ２６－９１２４

そ
の
そ
の
�11

　

こ
の
制
度
は
、
高
齢
者
を
介
護
し
て

い
る
家
族
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
り
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
基
本
に
な
り
ま
す
。し
か
し
、ど

う
し
て
も
自
分
た
ち
の
手
で
介
護
し
た

い
と
い
う
家
族
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
介
護
を
行
っ
て
い
る
家

族
に
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
え
ば
よ
い

　

そ
う
し
た
介
護
予
防
に
向
け
て
、
石

川
町
で
は
、
現
在
実
施
し
て
い
る
保
健

事
業
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
虚
弱

高
齢
者
や
一
人
暮
ら
し
等
高
齢
者
を
対

象
に
、
自
立
支
援
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
自

立
支
援
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
軽

度
生
活
支
援
事
業
、
介
護
予
防
教
室
な

ど
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

家
族
介
護
支
援
対
策

に
つ
い
て

か
と
う
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
事
業
や
家
族
介

護
慰
労
金
の
支
給
な
ど
、
一
部
を
除
い

て
は
現
在
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

改
め
て
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

高
齢
者
が
健
康
で
生
き
い
き
と
し
た
生

活
を
送
り
、
で
き
る
限
り
介
護
が
必
要

な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
家
族
の
介
護
だ
け
で
、
介
護

保
険
法
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
い
場

合
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
家
族
を
対
象
に
、
家
族

介
護
支
援
事
業
の
一
つ
と
し
て
家
族
介

護
慰
労
金
の
支
給
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
重
度
で
低
所
得
世
帯

の
高
齢
者
を
介
護
す
る
家
族
を
慰
労
す

る
た
め
に
、
年
１
回
年
額　

万
円
ま
で

１０

の
金
品
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　

石
川
町
で
も
平
成　

年
度
に
、
社
会

１２

福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
２
級
課
程
の
養
成
研
修
を
実
施

す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
ヘ
ル
パ
ー
の
資
格

を
取
っ
た
方
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
担

い
手
と
し
て
地
域
に
貢
献
で
き
る
こ
と

に
な
る
と
同
時
に
、
家
族
へ
の
介
護
と

他
へ
の
介
護
を
あ
わ
せ
て
行
っ
た
場
合

は
、
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
の
対
価
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

家
族
介
護
慰
労
金
の

支
給
に
つ
い
て

介
護
予
防
生
活
支
援

対
策
に
つ
い
て
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毎
月
２
回
中
谷
地
区
公
民
館
で
開
か
れ
て
い
る
町
歴
史
民
俗
資
料
館
主
催
の
「
古

文
書
講
座
」（
玉
川
村
岩
谷
浩
光
氏
指
導
）
に
は
、　

数
名
が
古
文
書
を
解
読
し
、

２０

石
川
の
歴
史
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
同
教
室
か
ら
編
纂
室
へ
提
供
さ
れ
た
中
の
一
点

（
沢
井
、
村
越
芳
家
文
書
）
を
紹
介
し
ま
す
。

お 
咎 
め
を
受
け
た
村
芝
居

と
が

栃
木
・
福
島（
那
須
・
阿
武
隈
）

地
域
が
高
く
評
価
さ
れ
る

　

村
民
た
ち
は
「
農
業
に 
差
障 
り
が
あ

さ
し
さ
わ

り
、
村
民
が
困
っ
て
い
る
の
で
興
業
し

な
い
よ
う
に
と
、
厳
し
く
お
上
か
ら
命

ぜ
ら
れ
て
い
た
の
に
、
背
き
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
」
と
詫
び
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
こ
の
節
農
業
の
時
節
に
て

難
渋

    
な
ん
じ
ゅ
う

至
極
仕
候
間　
 
何
卒 
厚
き
御
慈

な
に
と
ぞ

　

地
芝
居
と
い
う
の
は
、
地
方
の
人
に

よ
っ
て
演
じ
ら
れ
た
村
芝
居
の
こ
と
で
、

旅
回
り
の
役
者
か
ら
習
い
、
歌
舞
伎
な

ど
を
演
じ
ま
し
た
。
江
戸
中
期
か
ら
祭

礼
や
盆
の
と
き
な
ど
盛
ん
に
行
わ
れ
、

娯
楽
に
乏
し
い
当
時
、
村
民
か
ら
大
歓

迎
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
古
文
書
か
ら
は
、
村
の
ど
こ
で

何
の
芝
居
を
し
た
か
不
明
で
す
が
、
全

村
民
か
ら
二
人
が
強
く
支
持
さ
れ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
翌
年
死
者　
２６

名
を
出
し
た
浅
川
騒
動
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
大
冷
害
下
に
あ
っ
て
も
、
農
民

た
ち
は
娯
楽
を
求
め
て
い
た
こ
と
を
、

こ
の
古
文
書
は
伝
え
て
い
ま
す
。

悲
の
御
勘
弁
を
以
っ
て　

入
牢
御
免
に

仰
付
下
置
か
れ
候
は
ば
、
村
中
一
統

重
々
仕
合
せ
に
存
奉
候
」
と
願
い
出
て

い
ま
す
。

　

一
七
九
八
（
寛
政
九
）
年
巳
四
月
、

沢
井
村
（
現
大
字
沢
井
）
の
百
姓
門
兵

衛
と
市
右
衛
門
は
、
厳
し
く
禁
止
さ
れ

て
い
る
地
芝
居
を
催
し
、「
入
牢
」
を
命

じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
古
文
書
は
そ
の

と
き
、
庄
屋
庄
次
衛
門
ら　

名
の
村
民

３６

一
同
が
浅
川
大
庄
屋
を
通
じ
て
、
浅
川

陣
屋
に
提
出
し
た
「
入
牢
御
免
」
の
嘆

願
書
で
す
。（
写
真
は
部
分
）

沢
井
村
で
地
芝
居

入
牢
御
免

困
窮
の
中
娯
楽
を
求
め
て

今
後
は
「
農
業
に
精
を
出
し
、
御
上
納

し
、
難
渋
願
い
な
ど
一
切
し
ま
せ
ん
」

と
誓
っ
て
い
ま
す
。

▲浅川陣屋に提出した入牢御免の願書

　

首
相
の
諮
問
機
関
で
あ
る
国
会
等

移
転
審
議
会
（
会
長
・
森
亘
東
大
名

誉
教
授
）
は　

月　

日
、
中
央
省
庁

１２

２０

な
ど
首
都
機
能
移
転
候
補
地
に
「
栃

木
・
福
島
」（
那
須
・
阿
武
隈
）「
岐

阜
・
愛
知
」（
東
濃
・
西
三
河
北
部
）

の
二
地
域
を
選
定
す
る
な
ど
、
小
渕

恵
三
首
相
に
答
申
し
ま
し
た
。

三重・畿央静
岡
・
愛
知

岐
阜
・
愛
知

茨　
　

城

栃木・福島宮　
　

城

　　　　　対象地域名

計算方法　　　　　　

畿　

央

三　

重

栃　

木

福　

島

２９８３１０３０２３１６３４０３３３３４４３２５３５３３２０
重み付け作業の最終結
果により計算　　　　

国会等移転審議会の答申に�
盛り込まれた地域�

候補地�

準候補地�

は栃木・福島の補充的役割�
を果たす�

大阪●大阪●�大阪●�
名古屋名古屋�
●�
名古屋�
●�

仙台仙台�
　●　●�
仙台�
　●�

東京◎東京◎�東京◎�

栃木・福島地域�

岐阜・愛知地域�

茨城地域�

三重・畿央地域（三重・滋賀・京都・奈良）� 総合評価の結果
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町
の
わ
だ
い�

「
町
の
わ
だ
い
」
は
み
な
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。�

身
近
に
行
わ
れ
て
い
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
明
る
い
話
題
な
ど
を�

役
場
総
務
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

　

第
６
回
福
島
石
川
牛
肥
育
者
協
議
会

枝
肉
共
進
会
が
、
昨
年　

月　

日
〜　

１２

１３

１５

日
に
か
け
て
、
宮
城
県
仙
台
市
中
央
食

肉
卸
売
市
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
共
進
会
は
、
地
域
性
を
生
か
し

た
特
産
福
島
石
川
牛
の
銘
柄
確
立
、
飼

養
管
理
技
術
の
向
上
、
収
益
性
の
高
い

魅
力
あ
る
肉
用
牛
経
営
を
図
る
た
め
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
日
目
か
ら
屠
畜
解
体
、
枝
肉
の
審

査
、
販
売
な
ど
を
行
い
、
石
川
東
支
部

か
ら
参
加
し
た
関
根
一
男
さ
ん（
中
田
）

の
「
い
え
こ
」
号
が
見
事
、
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
輝
き
ま
し
た
。

　

姉
妹
都
市
、
宮
城
県
角
田
市
へ
の
高

田
桜
（
エ
ド
ヒ
ガ
ン
桜
）
苗
木
贈
呈
式
、

植
樹
祭
が
、
昨
年　

月　

日
、
角
田
市

１１

２２

中
央
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

角
田
市
は
平
成　

年
に
市
制　

周
年

１０

４０

を
迎
え
ま
し
た
が
、
そ
の
記
念
と
し
て

２
年
も
の
の
苗
木　

本
を
贈
り
ま
し
た
。

１０

　

植
樹
は
、
角
田
市
か
ら
佐
藤
清
吉
市

長
な
ど
、
石
川
町
か
ら
は
西
牧
立
博
町

長
、
角
田
美
公
議
長
が
出
席
し
、
中
央

公
園
の
総
合
体
育
館
そ
ば
に
植
樹
さ
れ

ま
し
た
。

花名＝よせ植え花名＝よせ植え

姉
妹
都
市
角
田
市
へ
高
田
桜
を
贈
る

関
根
さ
ん

の
石
川
牛
が
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
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第
４
回
し
ゃ
ん
そ
ん
の
夕
べ
、「
ク
リ

ス
マ
ス
の
出
逢
い
」
が　

月　

日
、
母

１２

１８

畑
温
泉
八
幡
屋
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

独
身
男
女
の
出
逢
い
の
場
と
し
て
、

町
内
の
有
志
が
四
季
に
あ
わ
せ
た
交
流

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
ク
リ
ス

マ
ス
の
時
期
に
あ
わ
せ
た
パ
ー
テ
ィ
ー

を
企
画
。
町
内
外
か
ら
男
女
約　

名
が

４０

参
加
し
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
の
ト
ー
ク
や

菊
地
章
夫
さ
ん
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、

ダ
ン
ス
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

手
と
手
を
と
り
合
い
、
心
と
こ
こ
ろ

の
交
流
が
さ
れ
た
後
に
は
、
フ
ィ
ー
リ

ン
グ
カ
ッ
プ
ル
が
行
わ
れ
、
７
組
の
カ

ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
多
く
の
方
が
参
加
し
、
楽
し

め
る
企
画
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第　

回
全
国
商
業
高
等
学
校
英
語
ス

１６

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
す
る
学
法

石
川
高
校
２
年
、
遠
藤
恵
さ
ん
の
激
励

会
が
１
月
７
日
、
役
場
町
長
室
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

激
励
会
で
は
、
瀬
谷
京
子
助
役
か
ら

激
励
金
が
贈
ら
れ
、「
文
武
両
道
の
教
育

方
針
の
と
お
り
、
誇
り
と
名
誉
の
た
め
、

が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま
し

た
。
遠
藤
さ
ん
は
「
今
ま
で
の
練
習
の

成
果
を
出
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。

　

遠
藤
さ
ん
は
、　

月
６
日
行
わ
れ
た

１１

県
商
業
高
校
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
で
優
勝
。
ス
ピ
ー
チ
の
部
で
福
島
県

代
表
と
し
て
１
月
９
日
、
野
口
英
世
記

念
館
ホ
ー
ル
（
東
京
都
）
で
行
わ
れ
た

全
国
大
会
に
出
場
し
、
入
賞
は
逃
し
た

も
の
の
実
力
を
出
し
切
り
ま
し
た
。

　

ミ
レ
ニ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
２
０
０
０
石
川
（
酒
井
雄
二
実
行

委
員
長
）
が
、
大
晦
日
か
ら
元
旦
に
か

け
て
、
あ
さ
ひ
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
若
者
を
中
心
に
大
勢
の

人
が
つ
め
か
け
、
中
南
米
ケ
ー
ナ
の
音

楽
を
楽
し
み
、
ス
テ
ー
ジ
横
の
噴
水
と

光
の
演
出
が
、
ム
ー
ド
を
さ
ら
に
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
新
し
い
年
の
幕
開
け
に

は
、
石
尊
山
山
頂
の
２
０
０
０
の
文
字
、

午
前
０
時
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
と
と
も

に
、
参
集
し
た
全
員
の
大
合
唱
で
迎
え
、

拍
手
と
大
歓
声
が
わ
き
起
こ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
酒
井
実
行
委
員
長
、
西
牧
立
博

町
長
な
ど
に
よ
る
鏡
開
き
で
は
、
地
酒

「
キ
ラ
ラ
の
初
恋
の
樽
酒
」
が
ふ
る
ま

わ
れ
新
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
な
ど
に
よ
る
温
か
い
あ
ま

酒
や
抽
選
会
な
ど
、
多
く
の
催
し
に
訪

れ
る
人
々
は
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

独
身
男
女
が
ク
リ
ス
マ
ス
交
流

２
０
０
０
年
へ
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン 遠

藤
さ
ん

英
語
ス
ピ
ー
チ
で
全
国
へ
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石
　
川
　
地
　
区�

国道118号線石川駅近く�

大山津見神社と松木下の地名�

青
春
ど
真
中�

　

職
業
▽
石
川
町
役
場
の
財
政
課
に
勤

務
し
て
い
ま
す
。

★ 
今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
は
何
で
す
か

　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
季
節
な
の
で
、
今

年
は
た
く
さ
ん
滑
り
に
出
か
け
て
、
い

ろ
い
ろ
な
技
を
覚
え
た
い
で
す
。

★ 
将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

生
ま
れ
育
っ
た
石
川
町
で
、
幸
せ
な

家
庭
を
築
き
、
老
後
は
温
泉
め
ぐ
り
を

し
な
が
ら
、
の
ん
び
り
過
ご
す
こ
と
で

す
。

★ 
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

森　

幸
子
さ
ん（　

歳
）●
双
里
字
川
入
４
―
１

２１

　

石
川
町
に
は
、
す
ば
ら
し
い
施
設
や

温
泉
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
も

っ
と
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
、
県
内
外
の
人
た

ち
に
石
川
町
を
知
っ
て
も
ら
い
、
多
く

の
人
が
訪
れ
て
く
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
で
す
。

★ 
最
後
に
理
想
の
男
性
の
タ
イ
プ
は

　

自
分
の
意
思
を
し
っ
か
り
持
っ
て
い

る
人
。

次
回
は
森
さ
ん
の
紹
介
で

　
　
　
　
　
　

山
田
宗
徳
さ
ん
で
す
。

　

石
川
駅
付
近
の
県
道
白
河
・
石
川

線
と
国
道
１
１
８
号
線
の
交
差
点
近

く
に
あ
る
大
山
津
見
神
社
は
、
県
道

沿
い
の
ガ
ー
ド
建
設
に
よ
り
、
元
々

の
場
所
か
ら
現
在
地
に
移
さ
れ
た
ら

し
い
。
山
の
神
で
あ
る
大
山
祇
命
を

祭
神
と
す
る
こ
の
神
社
の
付
近
に
は
、

か
つ
て
松
の
大
木
が
あ
り
、
野
良
仕

事
を
す
る
人
々
の
憩
い
の
場
と
な
っ

て
い
て
、
地
名
も
俗
に
「
松
木
下
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。

石
川
町
史
下
巻　

参
照
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◆
お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

◆
お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

　

子
ど
も
は
４
人
授
か
り
、
孫
が　

人
１１

に
な
り
ま
し
た
。

◆
結
婚
さ
れ
て

年
、
思
い
出
を
聞
か

◆ 
結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞
か

５０５０

せ
て
く
だ
さ
い

せ
て
く
だ
さ
い

酉
治
さ
ん

　

酉
治
さ
ん　

私
た
ち
は
昭
和　

年
４

２３

月
に
結
婚
し
ま
し
た
。
軍
隊
主
義
の
盛

ん
な
時
代
の
昭
和　

年
に
仙
台
の
軍
隊

１５

に
入
隊
し
、
３
ヵ
月
後
中
国
に
行
き
ま

し
た
。
終
戦
か
ら
１
年
後
に
長
崎
に
復

員
、
ま
も
な
く
帰
省
し
ま
し
た
。
６
年

以
上
の
外
国
暮
し
で
し
た
の
で
、
故
郷

の
山
川
が
懐
か
し
く
感
じ
ま
し
た
。
跡

取
り
と
し
て
零
細
農
家
の
た
め
に
苦
労

を
重
ね
、「
楽
あ
れ
ば
苦
あ
り
、
苦
あ
れ

ば
楽
あ
り
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
の
よ
う

に
、
今
ま
で
の
苦
労
が
報
わ
れ
、
今
は
、

な
に
不
自
由
な
く
余
生
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。

◆
お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

◆ 
お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

　

二
人
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
好
き
で
す
。

ま
た
、
旅
行
に
出
か
け
る
こ
と
で
す
。

◆
石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を

◆ 
石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を

教
え
て
く
だ
さ
い

教
え
て
く
だ
さ
い

　

今
出
川
沿
い
の
桜
並
木
で
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

 
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

酉
治
さ
ん

　

酉
治
さ
ん　

行
財
政
難
の
時
代
な
の

で
、
各
種
委
員
会
等
の
定
数
を
削
減
し

な
が
ら
行
政
改
革
を
推
進
し
、
役
場
庁

舎
建
設
を
進
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

このコーナーでは、�
金婚式(結婚50年)を�
迎えられたご夫婦を紹介�
していきます。�

須藤酉治さん（79歳）�
豊子さん（73歳）�

住所：板橋字女庭181  

＜氏名＞�

H A P P YH A P P Y

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、
１
歳
か

ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集

し
て
い
ま
す
。応
募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の

写
真
、
名
前
、
誕
生
日
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広
聴

係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後
日
担
当
が

撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

矢内　瑞季    ちゃん
みずき

字新町４４　　　　　　　　
洋幸さん・由紀子さんの長女
平成１０年１月２３日生まれ　

「健康第一！！明るく優しい
子に育ってね。食べ過ぎだけ
が心配だけど…」

野本　和希    ちゃん
かづき

湯郷渡字二百畑２０　　 　
和義さん・祐子さんの長男
平成１０年５月３１日生まれ　

「元気にたくましく、大きく
育ってね！」
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ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
、「
青
酸
カ
リ

よ
り
も
毒
性
が
強
く
、
人
工
物
質
と

し
て
は
最
も
毒
性
を
も
つ
物
質
で
あ

る
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
、
日
常
の
生
活
の
中
で
摂
取
す
る

量
の
数
十
万
倍
の
量
を
摂
取
し
た
場

合
の
急
性
毒
性
の
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
意

図
的
に
作
ら
れ
る
物
質
で
は
な
く
、

実
際
に
環
境
中
や
食
品
中
に
含
ま
れ

る
量
は
超
微
量
で
す
の
で
、
私
た
ち

が
日
常
の
生
活
の
中
で
摂
取
す
る
量

よ
り
急
性
毒
性
が
生
じ
る
よ
う
な
こ

と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
が
一
生
涯
摂
取
し
て
も
健

康
に
対
す
る
影
響
が
現
れ
な
い
と
判

断
さ
れ
る
量
（
耐
容
１
日
摂
取
量
）

は
、
１
日
体
重
１
�
あ
た
り
４
ｐ
ｇ

（
ピ
コ
グ
ラ
ム
＝
１
兆
分
の
１
ｇ
）

と
さ
れ
、
体
内
に
取
り
込
ん
で
い
る

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
総
量
の
安
全
性

に
つ
い
て
は
、
こ
の
数
値
と
の
比
較

に
よ
り
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
国
内
に
お
け
る
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
の
平
均
的
な
環
境
中
の

濃
度
は
、
平
成　

年
度
の
調
査
で
大

１０

気
中
に
、
平
均
０
・
２
３
ｐ
ｇ
／
ｇ
、

土
壌
中
６
・
５
ｐ
ｇ
／
ｇ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
ど
ん
な
影
響
が
あ
る
の
？

９

案
内

所
得
税
の
確
定
申
告
と

　

納
税
は
３
月　

日
ま
で

１５
　

平
成　

年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

１１

と
納
税
は
お
済
で
し
ょ
う
か
。
申
告
も

納
税
も
期
限
は
３
月　

日
（
水
）
で
す
。

１５

　

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署
は

大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ

く
よ
う
な
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
、
で
き
る
だ

け
お
早
め
に
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が

申
告
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
て
少
な
く

申
告
し
た
り
し
ま
す
と
、
後
で
不
足
の

税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税

や
延
滞
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

自
分
の
所
得
の
状
況
を
最
も
よ
く
知

っ
て
い
る
の
は
、
納
税
者
の
皆
さ
ん
ご

自
身
で
す
。
納
期
限
に
正
し
い
申
告
と

納
税
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
平
成　

年
分
の
所
得
税
に
つ

１１

い
て
は　

％
の
定
率
減
税
（
最
高　

万

２０

２５

円
）
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

須
賀
川
税
務
署

　

�
０
２
４
８
―
７
５
―
２
１
９
４

通
常
の
生
活
の
中
で

摂
取
す
る
量
で
は
急
性

毒
性
は
生
じ
ま
せ
ん
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●生涯学習伝言板に掲載をご希望の方は、教育�
課・生涯学習係までお問合わせください。�
　　　　　　　�26-9136

2/12�

2/12～13

石川町婦人会連絡協議会リーダー研修会�

安積リーグフットサル大会�

東京都歌舞伎座�

総合体育館�

交
通
事
故
巡
回
相
談

●町づくりにあなたの声を！
　町政運営の基本は、町民の皆さんと共にあゆむ「参加と共働」
の町づくりです。あなたのひとことが、よりよい町をつくりま
す。町づくりに対し、日ごろ感じていることをお寄せください。
●あなたの作品コーナー
　体験談、写真、イラストなど「あなたの作品」を募集します。
●広報掲載上のお願い
　匿名のご意見やおたよりは掲載しません。
　住所、氏名、年令、電話番号を明記の上お寄せください。（但
し、明記の上での匿名希望は匿名扱いにします）
　意見や要望（苦情も含む）に対しては、内容によって次のよ
うに取り扱います。
１．回答を添えて紹介する。
２．回答というかたちをとらず、今後の町づくりの参考にする。
３．電話や手紙で回答する。

◎〒９６３９６３―７８９３７８９３
石川町役場内 広報いしかわ係までお寄せください。　石川町役場内　広報いしかわ係までお寄せください。

相
談

心
配
ご
と
相
談

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
が
応
援

★
相
談
日　

２
月　

日
（
火
）

２２

★
場　

所　

役
場
宿
直
室

★
時　

間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

★
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
消
防
交
通
係

　

�
２
６
―
２
１
１
４

★
相
談
日　

２
月
７
日
（
火
）、　

日
１７

（
金
）、　

日
（
金
）

２５

★
場　

所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

★
時　

間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

★
お
問
い
合
わ
せ
先

　

石
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

�
２
６
―
３
７
９
３

事
業
主
・
労
働
者
の
方
へ

　

両
立
を
支
援
す
る
各
種
助
成
金
や
事

業
が
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

事
業
主
・
事
業
主
団
体
の
方
へ

�
事
業
所
内
託
児
施
設
助
成
金

�
育
児
・
介
護
費
用
助
成
金

�
育
児
・
介
護
雇
用
環
境
整
備
助
成
金

�
育
児
・
介
護
休
業
者
職
場
復
帰
プ
ロ

グ
ラ
ム
実
施
奨
励
金

育
児
や
介
護
を
行
い
な
が
ら
働
く
方
や

働
き
た
い
方
へ

�
両
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー

�
フ
レ
ー
フ
レ
ー
・
テ
レ
フ
ォ
ン

�
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
�
勤
労
者
家
庭
支
援
施
設

�
Ｒ
ｅ
・
Ｂ
ｅ
（
リ
・
ビ
ー
）
ワ
ー
ク

セ
ミ
ナ
ー

� 
再
就
職
希
望
登
録
者
支
援
事
業

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�　

世
紀
職
業
財
団

２１

　

�
０
２
４
―
５
２
２
―
３
０
３
０

子
育
て
し
な
が
ら
働
き
続
け
る
あ
な
た

を
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
が
応
援
し
ま
す

　

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
養
成
講
座
等

の
修
了
者
で
保
育
士
の
資
格
を
も
つ
方

や
子
育
て
の
経
験
者
で
す
。

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
（
時
間
帯
・
料

平
成　

年　

月
１
日
か
ら
走
行
中
の
使

１１

１１

用
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

携
帯
電
話
で
話
し
な
が
ら
運
転
し
て

い
た
ら
事
故
に
…
。
最
近
は
、
こ
の
よ

う
な
ケ
ー
ス
の
交
通
事
故
が
増
え
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
処
す
る
た

め
、
携
帯
電
話
や
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
走
行
中
の

使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

道
路
交
通
法
が
一
部
改
正

　
「
携
帯
電
話
等
の
走
行
中
の
使
用
等

の
禁
止
」
に
関
す
る
規
定
が
、
平
成　
１１

年　

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

１１
自
動
車
な
ど
の
運
転
者
は
、
携
帯
電
話

や
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
自
動
車
電
話
な
ど
を
走
行

中
に
使
用
な
ど
し
て
は
な
ら
な
い
と
う

内
容
で
す
。

　

規
定
に
違
反
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
道

金
・
条
件
）
等
は
、
依
頼
者
と
保
育
サ

ポ
ー
タ
ー
の
間
で
話
し
合
い

こ
ん
な
と
き
サ
ポ
ー
ト

�
保
育
園
等
へ
の
お
子
さ
ん
の
送
迎
・

下
校
後
の
お
預
か
り

�
保
育
園
等
へ
の
預
け
先
が
決
ま
る
ま

で
の
間
の
お
預
か
り

�
軽
い
病
気
で
休
む
時
や
保
育
園
等
の

休
日
の
日
の
お
預
か
り

�
急
な
会
議
・
残
業
・
出
張
等
、
そ
の

他
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の
お
預
か
り

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

フ
レ
ー
フ
レ
ー
・
テ
レ
フ
ォ
ン
福
島

　

�
０
２
４
―
５
２
４
―
２
０
２
０

路
交
通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
は
、

３
ヶ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
５
万
円
以

下
の
罰
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

基
礎
点
数
が
２
点
付
さ
れ
、
反
則
金
の

額
は
普
通
車
で
９
千
円
と
な
り
ま
す
。

携
帯
電
話
は
車
を
止
め
て

仕
事
と
育
児
や
介
護

と
の
両
立

増加率平成１０年平成９年

１５．３％２，６４８２，２９７発生件数

３２．０％　  ３３　  ２５死者数

１４．６％３，８１４３，３２８負傷者数

■携帯電話使用中の
　人身事故発生状況
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●
環
境
ホ
ル
モ
ン
と
食
品
容
器
と
の
か

か
わ
り

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
に
は
、
可
塑
剤
、

酸
化
防
止
剤
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
添
加
物

が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

そ
れ
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
原
料
、
添
加

剤
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
分
解
生
成
物

の
一
部
に
環
境
ホ
ル
モ
ン
と
い
わ
れ
て

い
る
化
合
物
（
ビ
ス
フ
ェ
ノ
ー
ル
Ａ
、

フ
タ
ル
酸
エ
ス
テ
ル
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
、

ノ
ニ
フ
ェ
ノ
ー
ル
等
）
が
あ
る
た
め
、

そ
れ
ら
が
食
品
に
移
行
し
た
と
き
人
体

に
影
響
を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
と
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
環
境
ホ
ル
モ
ン
の
食
品
容
器
な
ど
か

ら
の
溶
出
量

　

ビ
ス
フ
ェ
ノ
ー
ル
Ａ
は
ポ
リ
カ
ー
ボ

ネ
ー
ト
、
塩
ビ
、
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
等

（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
）
の
合
成
樹
脂
製

の
食
器
、
器
具
、
玩
具
、
あ
る
い
は
そ

れ
ら
の
樹
脂
を
塗
装
し
た
缶
詰
、
缶
飲

料
な
ど
か
ら
、
わ
ず
か
（
数
ｐ
ｐ
ｂ
〜

数
百
ｐ
ｐ
ｂ
、ｐ
ｐ
ｂ
＝　

億
分
の
１
）

１０

な
が
ら
食
品
に
溶
出
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
程
度
の
量
で
人
体
に

影
響
が
あ
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
十
分
に

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

●
消
費
者
に
で
き
る
自
己
防
衛
策

�
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
含
ま
れ
て
い
る
化

合
物
の
大
半
は
水
に
は
溶
け
に
く
い
の

で
す
が
、
油
脂
に
は
溶
け
や
す
い
性
質

を
持
っ
て
い
ま
す
。
油
脂
分
の
多
い
食

品
に
は
で
き
る
だ
け
使
用
し
な
い
よ
う

に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

�
溶
出
物
の
量
は
温
度
が
高
く
な
る
ほ

ど
、
ま
た
接
触
時
間
が
長
く
な
る
ほ
ど

多
く
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
で
き

る
だ
け
低
温
で
、
短
時
間
接
触
の
用
途

に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

�
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
身
近
な
と
こ

ろ
で
燃
や
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
、
そ
の
ほ
か
の
有
害
物

質
や
悪
臭
が
発
生
す
る
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。

消
費
者

�
コ

ー

ナ

ー

�

環
境
ホ
ル
モ
ン
と

食
器
容
器

「もし、自分もそうだったら…」②�
　

脳
卒
中
の
後
遺
症
な
ど
の
よ
う
に
、

突
然
振
り
か
か
っ
て
く
る
病
気
は
、
今

ま
で
元
気
で
普
通
に
仕
事
を
し
て
い
た

人
ほ
ど
、
落
胆
が
大
き
く
、
今
の
生
活

を
受
け
と
め
る
に
は
、
あ
る
程
度
時
間

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

病
気
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
今

ま
で
の
こ
と
が
全
て
で
き
な
く
な
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
人
が
ど
う

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
か
、
家
族
は

ど
う
し
て
あ
げ
た
い
の
か
、
お
互
い
に

伝
え
合
う
こ
と
も
大
切
で
す
ね
。
以
外

に
本
人
の
思
い
を
聞
い
て
い
な
い
こ
と

も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
「
自
分
で
、

で
き
る
こ
と
は
時
間
を
か
け
て
も
や
っ

た
ほ
う
が
い
い
。」と
よ
く
言
い
ま
す
が
、

う
ま
く
い
か
な
い
と
イ
ラ
イ
ラ
し
て
感

情
的
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、「
完
全
に

で
き
な
く
て
も
、
あ
き
ら
め
な
い
で
、

リ
ハ
ビ
リ
に
な
る
か
ら
、
手
を
出
し
て

欲
し
い
。」
と
声
を
か
け
た
り
、
見
守
っ

た
り
す
る
こ
と
が
、
と
て
も
大
切
で
す
。

　

本
人
の
気
持
ち
を
十
分
に
く
み
取
っ

て
あ
げ
る
こ
と
で
、
更
に
が
ん
ば
れ
る

力
が
つ
い
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ

と
同
時
に
、
手
す
り
を
つ
け
た
り
、
家

の
中
の
段
差
を
少
な
く
し
た
り
、本
人
・

家
族
と
が
一
緒
に
家
で
行
う
リ
ハ
ビ
リ

の
仕
方
な
ど
を
教
え
て
も
ら
う
こ
と
で
、

毎
日
の
生
活
が
意
欲
を
も
っ
て
送
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　正月がすぎて、ちょっと気になるのはスカート

やズボンのウエスト。それとも、体重計の目盛り

でしょうか。早や１ヶ月も過ぎるのに、体重計の

針が戻らなくなる…４０代。うわのせ状態になら

ないよう食生活の見直しを!�

①食べ過ぎないで、腹八分目…なかなか難しい、

　しかし早食いは要注意!�

②寝る３時間前には食べ終わること。�

③油ものの多いものは、日中にするか、量を控え

　めに。�

④おやつは、カロリーと量を考えて…。�

⑤晩酌は２合まで…「働く楽しみなんだ」という

　声がきこえてきますが。�

　週３回、３０分以上歩くことを実践し、３ヵ月

　後をお楽しみに!

農業委員会選挙人名簿縦覧のお知らせ
　平成１２年１月１日現在の農業委
員会委員選挙人名簿を次により縦
覧に供します。
期　日　平成１２年２月２３日�から
　　　　３月８日�までの１５日間
時　間　午前８時３０分から
　　　　午後５時まで
場　所　石川役場選挙管理委員会
　　　　事務室（総務課内）
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戸
籍
の
窓
口�

　
月
１
日
か
ら
　
月
　
日
ま
で
届
出
分（
敬
称
略
）�

戸
籍
の
窓
口�

30

12

12

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん�

氏　
　
　

名　

保　

護　

者　

住　

所

小
豆
畑
龍
斗
（　
浩　

・
て
る
み
）
外
国
見

藁
萓　

拓
海
（
正　

和
・
幸　

恵
）
曲　

木

緑
川　

実
花
（
吉　

一
・
久
美
子
）
下　

泉

鈴
木　

琢
磨
（
修　

一
・
麻　

美
）
双　

里

佐
川　

賢
樹
（
洋　

一
・
希
代
子
）
赤　

羽

吉
田
つ
ば
さ
（
享　

夫
・
美
代
子
）
中　

田

カ
ッ
プ
ル
誕
生�

霊
よ
安
ら
か
に�

保だより�

　交通事故など第三者から傷害を受けてお医者さんに�
かかった場合でも、国保を使って治療を受けることができます。�
その場合、国保では医療費を一時的にたてかえ、あとで加害者に請求します。�
　交通事故にあったら、警察へ届けるとともに、すぐに国保窓口に届け出（第三
者行為による傷病届）をしましょう。�

交通事故にあったときは次のことをこころがけましょう�

　交通事故など第三者から傷害を受けた場合、その医療費
は被害者に過失のないかぎり加害者が全額負担するのが原
則となっています。�
　ところが、示談が成立してしまうと、示談で決まった内
容が優先されることがあります。示談をむすぶときは注意
してください。�

1 2 3
まずおちついて、�
救護を最優先�
させましょう。�

相手の車のナンバー、�
型、色、名称、運転者の�
氏名、住所、免許証、�
車検証、自賠責、任意保�
険加入の有無などの確認�
をしておきましょう。�

目撃者への協力の�
お願いをしておき�
ましょう。�

4

5

交通事故にあったら、�
すみやかに警察に届�
け「事故証明書」を�
もらいます。�

警察で「事故証明書」�
をもらったら、必ず�
国保の窓口へ「第三�
者行為による傷病届」�
を提出してください。�
届け出に必要なもの�
印かん・保険証・事故証明書�

　たいしたけがでないと思っていても、�
万が一後遺症があったら大変です。か�
ならず医師の診断をうけましょう。�

今
月
の
納
期�

国
民
年
金（
２
月
分
）
�

※
２
月
　
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
�

25

　

新　

郎　

新　

婦　
　
　
　

住　

所

　

大　

串　

春　

夫　
　
　
　

北　

山

　

間　

島　

典　

子　
　
　
　

白
河
市

　

目　

谷　
　

哲　
　
　
　
　

中　

野

　

諏　

訪　

加
奈
子　
　
　
　

本
宮
町

　

鈴　

木　
　

茂　
　
　
　
　

北　

町

　

黒　

川　

由
美
子　
　
　
　

北　

町

　

遠　

藤　

崇　

典　
　
　
　

沢　

井

　

江　

尻　

寿　

枝　
　
　
　

赤　

羽

　

相　

樂　

美　

雄　
　
　
　

形　

見

　

樋　

口　

恵　

子　
　
　
　

猫　

啼

　

氏　
　
　

名　
　
　
　
　
　

住　

所

酒　

井　

元　

子　
　
　
　
　

谷　

沢

　カウントダウン２０００石川が
１２月３１日～１月１日にかけて、
あさひ公園で行われました。

〔〔〔〔〔

◆みなさんのご協力をお願いします◆
★役場への電話は、各課直通になりました。
★火災発生場所のお問い合わせは、
　０２４８―７６―８１８１（消防情報案内）へ
★火災・事件・事故をなくして明るい町を築きまし
　ょう。
★地球環境へのやさしさの配慮、まずゴミの減量化
★税を納めて元気のあるゆたかな町を築きましょう。

梅　

宮　
　

三
五　
　
　
　
　

南　

町

丹　

内　
　

清　
　
　
　
　
　

立
ヶ
岡

小　

松　

ミ
ヤ
ギ　
　
　
　
　

高　

田

北　

部　

浩　

一　
　
　
　

矢
ノ
目
田

小　

林　

チ　

ヨ　
　
　
　
　

沢　

井

佐　
　
　

武　

光　
　
　
　
　

中　

野

近　

内　

ハ
ル
ノ　
　
　
　
　

中　

野

矢　

内　

辰
二
郎　
　
　
　
　

南
山
形

割　

柏　

イ
ク
ヨ　
　
　
　
　

山　

形

佐　

川　

丈　

夫　
　
　
　
　

赤　

羽

大　

賀　

昭　

平　
　
　
　
　

双　

里

佐　

川　

キ　

マ　
　
　
　
　

赤　

羽

鈴　

木　

ミ
チ
エ　
　
　
　
　

長
久
保

瀧　

口　

一　

治　
　
　
　
　

母　

畑

根　

本　

キ
ク
ノ　
　
　
　
　

形　

見

小　

池　

ツ　

ネ　
　
　
　
　

中　

野

小
豆
畑　

ミ　

キ　
　
　
　
　

山　

形

、
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町の人口�
住民基本台帳�
（1月1日現在）�

20,018人（　4）�

9,754人（　4）�

10,264人（　0）�

5,535戸（　4）�

（　）内前月比　　�

男�

女�

世帯数�

　
「
暖
冬
だ
な
あ
」と
思
い
た
く
な
る
成

人
式
の
雨
。前
日
か
ら
降
り
続
い
た
雨

は
朝
に
は
上
が
り
、陽
気
の
よ
い
日
に

な
り
ま
し
た
。成
人
式
は
、各
地
域
で
も

祝
日
法
が
改
正
さ
れ
て
１
月　

日
に
開

１０

催
。（
３
連
休
で
嬉
し
い　

）大
き
な
都

?!

市
で
は
成
人
者
マ
ナ
ー
が
悪
く（
毎
年
）

困
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。本
町
で
は
、名

前
を
呼
ば
れ
て
返
事
が
で
き
な
い
若
者

が
多
く
い
ま
し
た
が
、私
語
も
少
な
く

整
然
と
行
わ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、二
十

歳
の
若
者
で
す
。パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
元

気
い
っ
ぱ
い
、喜
び
を
表
現
し
て
い
た

よ
う
で
す
。　　
　
　
　
  

（
迎　

茂
城
）

うつくしま未来博�
2001年開催�

　全国の、日当たりの良い山野、
草地に自生する多年草。和名
センボンヤリは千本槍で、花
茎がよく出るためにつけられ
た名です。花はふつう白色で
すが、赤紫色の珍しいものも
ある。�

写真提供/関根政信さん� センボンヤリ（キク科）�

　一昨年、完成したばかりの広～い、
広～いグラウンドでめいっぱい走り、
サッカーやドッジボールを楽しんでい
ます。なるべく外気に当て、丈夫な身
体づくりに努めています。�

155

　
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
、
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
の
お
じ
さ
ん
と
ダ
ン
ス
を
し
た

こ
と
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
み
ん

な
で
手
を
つ
な
い
で
踊
り
ま
し
た
。�

　
発
表
会
で
、
踊
っ
た
リ
ズ
ム
「
風

の
太
鼓
」
が
大
好
き
な
、
た
か
ひ
ろ

君
。
一
緒
に
踊
っ
た
６
人
の
お
友
達

も
し
っ
か
り
と
描
き
ま
し
た
。�

「
発
表
会
」�

「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」�
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